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目目目目        的的的的    

高度経済成長期に建造された鋼構造物は、塗替え補修が何度も行われ、塗膜

剥離限界の目安とされる 1 ミリ程度に達しているものが散見される。しかし、

旧塗膜を全て除去する高額な工法を実施していくにはコスト的に無理があり、

新たな延命手法が求められている。そこで、このニーズに応える工法を開発す

るため、厚膜化で塗膜剥離が生じる現象の影響因子について検討し、塗膜剥離

抑制塗料（αシリーズ）を開発した。 

 

主な成果主な成果主な成果主な成果    

１．１．１．１．耐剥離性促進試験方法の考案耐剥離性促進試験方法の考案耐剥離性促進試験方法の考案耐剥離性促進試験方法の考案    

塗膜の耐剥離性を評価する試験規格は無い。そこで、新たな試験方法を考案

する為、容易に剥離するビニル樹脂層の上に耐剥離性を評価したい塗装系を塗

り重ねし（表 1）、ヒートサイクル試験（－30℃→常温→50℃→常温）を行った

ところ、短期間に現場で生じた塗膜剥離を再現することが可能であった。そこ

で、本試験方法を耐剥離性試験として採用し、様々な評価に用いた。 

 

２．２．２．２．塗膜剥離に塗膜剥離に塗膜剥離に塗膜剥離に影響する因子の特定影響する因子の特定影響する因子の特定影響する因子の特定    

塗膜剥離に影響を与えそうな要因を抽出し、現場で塗膜剥離を起こした塗装

系を含め、様々な塗装系を用いて、前項で考案したヒートサイクル試験を行っ

た。その結果、塗膜剥離に最も影響を及ぼす原因は、塗膜の線膨張係数である

ことが判明した（表 2）。 

 

３．３．３．３．塗膜剥離が抑制可能な線膨張係数値塗膜剥離が抑制可能な線膨張係数値塗膜剥離が抑制可能な線膨張係数値塗膜剥離が抑制可能な線膨張係数値    

従来塗膜は厚膜ほど塗膜剥離が顕著である。しかし、線膨張係数が小さい塗

膜は厚膜ほど剥離が抑制される傾向がある。そこで、塗膜剥離傾向が変化する

閾値を確認する為、線膨張係数を傾斜的に変化させた塗膜を用いてヒートサイ

クル試験を行ったところ、塗膜の線膨張係数を 3.2×10-5/℃以下にすると厚膜ほ

ど塗膜剥離を抑制できることが判った（表 3）。 

 

 



 

 

 

表１ 耐剥離性促進試験の剥離層仕様 

 

 

 

 

表２ 塗膜剥離に影響する因子の特定試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 塗膜剥離の閾値確認試験結果 
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塗料種 膜厚

1層目
【脆弱層】

ビニル樹脂
（塩化ﾋﾞﾆﾙ/酢酸ﾋﾞﾆﾙ 共重合体）

50μm

2層目以降 供試塗料 規定の膜厚


